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　　　健康管理対策のための確認チェックリスト
	会社名
	職場名

	実施者
	実施日　　　　年　　　月　　　日


	Ⅰ．健康管理体制の確保
	

	1． 第一原発関連の作業を行う労働者の健康管理に関して、担当者（部署）を明確にし、関係者に周知します。
2． 第一原発関連の作業を行う事業場において、労働者の「健康管理に関与する医師」を確保します。

3． 第一原発関連の作業を行う労働者の健康管理を支援する健康管理スタッフ（保健師・看護師・心理カウンセラー）などを確保します。

4． 「健康管理に関与する医師」や健康管理スタッフが、職場環境や作業の状況を理解するための機会を設けたり、情報提供を行います。

5． 第一原発関連の作業を行う労働者に対する健康管理の内容を文書化（マニュアル化）します。
6． 「健康管理に関与する医師」を交えて、労働者の健康管理や安全衛生上の課題について、労働者の意見を聞き検討する場（安全衛生委員会など）を定期的に開催します。
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	Ⅱ．健康管理の実施
	

	7． 新たに第一原発内で作業を行う労働者について、直近の健康診断の結果確認や面接などの方法で、健康管理に関与する医師」に健康状態を確認させます。
8． 第一原発関連の作業を行う労働者６ヶ月以内ごとに１回、定期的に一般健康診断および電離放射線健診を確実に受診させます。
9． すべての健康診断の結果は、労働者の「健康管理に関与する医師」に確認させ、作業を継続する上で必要な意見を聞いたり、労働者に指導を行わせます。
（裏または２枚目に続きます）
10． 労働者の健康管理に関与する医師の健康診断の結果判定に基づき、医師または保健師等による保健指導を実施します。
11． 労働者の不安や抑うつなどのメンタルヘルス不調に対応するために、相談窓口を設置します。
12． 離職後を含めた長期的な健康管理を厚生労働省の指針に基づき確実に実施します。
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	Ⅲ．その他の対応
	

	１３．化学防御服、呼吸用保護具等の確実な着用、時期に応じた健康管理（熱中症や感染症等）、救急措置の実施等に関する労働衛生教育を定期的または必要に応じて実施します。
１４．協力会社の健康管理体制や実施状況を定期的に確認して、実施が困難な場合には支援をします。
１５．「職場における熱中症予防のための確認チェックリスト」を活用して、熱中症対策を実施します。（4月から9月）

１６．「職場における感染症予防のための確認チェックリスト」を活用して、感染症対策を実施します。
（10月から3月）
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	１７．定期的に対策の実施状況を確認して改善を図ることをルール化します。
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＜本チェックリストの使い方＞

本アクションチェックリストは、福島第一・第二原子力発電所に関連する各企業において、職場における感染予防としてすでに行われている対策に基づいて作成されています。
以下の流れに沿って、ご利用ください。尚、使用者は、衛生管理者や職場の管理者などを想定しています。
①対象職場ごとに、それぞれのアクション（対策）がその職場で必要かどうか選びます。

· 「提案しない」：すでに対策が十分実施されている場合。

· 「提案する」：新たな対策が必要か、または強化が必要である場合。

②「提案する」が多い場合、優先的に取り組む事項を決めます。「提案する」にチェックをした項目を確認して、その中で特に重要と思われるものを３～４つ選んで「優先」にチェックを付けます。
③「メモ」には現状のよい点や改善提案を出来るだけ具体的に書きとめます。
④管理者、衛生管理者、産業医等の職場の関係者が、チェック結果を利用して改善策について話し合います。
2012年3月1日　産業医科大学・労働科学研究所
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